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け
世
西
政
糾
巴
の
土
地
町
た
の
た
と
（
伊
卜
を
Ｌ
せ
議
　
　
　
中兜
伊
藤
生心
之
畳
族
の
優
入
と
土
若
が
湖
く
一
段
落
を
持
げ
、
孜
含
と
え
督
孜
化
し
た
蜜
族
話
囲
家
と
の
努
力
に
よ
つ
て
、
西
欧
羅
巴
基
告
孜
話
四
の
荘
含
的
経
お
的
吹
彼
は
右
々
と
し
て
安
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
吹
後
事
業
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
典
米
経
済
に
基
く
殖
民
事
業
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
業
の
成
功
は
や
が
て
西
欧
雑
巴
の
人
口
を
も
増
加
せ
し
め
、
戒
合
的
経
済
的
吹
復
の
基
礎
と
な
つ
た
が
、
第
七
世
紀
よ
う
第
十
世
紀
に
工
る
こ
の
現
象
も
省
末
の
土
地
側
度
を
崩
壊
せ
し
め
、
財
産
制
度
に
一
の
獲
革
を
も
た
ら
し
た
。
殖
民
事
業
や
典
産
業
の
断
次
的
進
歩
も
、
西
欧
羅
巴
の
各
荘
含
階
級
を
李
等
に
利
盆
し
た
わ
け
て
は
な
く
、
主
と
し
て
耐
含
の
上
流
階
級
を
盆
す
る
に
止
ま
つ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、佐
復
事
業
の
中
心
が
数
令
Ｌ
囲
家
に
あ
つ
た
以
上
、
到
底
免
れ
得
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
反
之
、
西
方
基
春
教
諸
園
に
於
て
四
衆
領
土
内
の
一
部
の
土
地
を
共
有
し
て
ゐ
た
自
由
国
贈
は
徐
々
に
そ
の
土
地
を
波
牧
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
運
命
に
道
過
し
た
の
で
、あ
る
。
部
族
や
村
落
共
産
隣
の
如
さ
比
強
的
大
準
位
の
共
有
財
産
は
ゎ
家
族
共
産
贈
の
共
有
財
産
に
も
対
し
て
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
。
挫
業
共
産
制
の
原
始
的
型
態
た
る
部
族
財
た
は
、
ケ
／
卜
氏
族
諸
田
家
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
、
シ
エ
ー
″
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
於
て
性
に
発
存
し
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
ァ
イ
／
ラ
ン
ド
の
土
地
は
七
世
紀
甘
時
な
ほ
一
八
四
の
部
族
乃
至
氏
族
に
所
局
し
て
居
め
、
各
部
族
乃
至
氏
族
は
三
〇
〇
〇
頭
ょ
う
九
〇
〇
〇
頭
に
達
し
る
牛
を
及
牧
し
得
る
に
足
る
土
地
を
所
有
し
、
夫
等
の
土
地
は
史
に
カ
ロ
シ
と
呼
ば
れ
る
五
二
五
ュ
ー
カ
ー
か
ら
一
〇
工
●
エ
ー
カ
ー
位
な
土
地
に
分
割
さ
れ
、
各
カ
ロ
シ
は
夏
に
十
六
年
分
さ
れ
て
、
そ
の
一
に
つ
き
四
家
族
が
住
ん
で
之
を
共
有
財
産
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
シ
エ
Ｉ
Ｐ
ス
に
於
て
も
部
族
は
土
地
を
共
有
し
、
卒
時
に
於
て
も
戦
時
に
於
て
も
常
に
拡
回
な
経
谷
Ｌ
な
し
て
を
め
、
君
主
、
古
長
、
士
族
、
従
者
等
が
存
在
し
て
ゐ
た
。
然
し
何
人
と
雖
も
家
庭
用
品
以
外
の
対
左
を
利
右
す
る
ア
一と
は
賊
禁
さ
れ
、
牛
人
は
部
族
共
有
地
内
の
一
定
土
地
に
対
す
る
牧
粂
杜
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
荒
範
地
、
森
林
、
牧
場
は
共
有
さ
れ
　
耕
作
地
は
一
定
期
間
を
限
つ
て
家
族
集
田
に
配
分
さ
れ
た
。
古
代
の
家
吉
共
有
制
ほ
部
族
的
利
森
の
角
め
に
な
ほ
そ
の
苑
核
を
止
め
て
ゐ
た
が
、
之
は
行
七
世
紀
に
至
つ
て
私
右
財
産
に
控
じ
て
し
ま
っ
た
。
ァ
イ
／
ラ
ン
ド
の
各
地
方
で
は
、
自
由
民
Ｌ
姓
大
な
木
辻
家
屋
で
共
走
的
生
活
を
生
ん
で
ゐ
た
。
こ
の
家
庭
は
三
個
の
度
岡
に
匝
割
さ
れ
、
自
由
民
の
家
族
は
絶
て
此
庭
で
確
食
Ｌ
共
に
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
然
し
此
等
の
隔
経
し
た
地
域
に
あ
つ
た
翁
め
に
原
始
的
文
明
が
維
存
さ
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
に
あ
つ
て
も
、
■
族
の
室
長
や
貴
族
は
次
第
に
は
己
の
大
傾
上
を
結
成
す
る
に
耳
め
、
ま
た
ダ
／
卜
孜
令
が
済
大
な
土
地
中
世
西
政
羅
巴
ら
土
地
町
産
の
変
と
（伊
ル
む
之
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四
三
四
二
中
世
西
欣
経
巴
の
土
地
町
た
の
Ｌ
Ｌ
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■
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と
と
一ヽナ　
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‐
挫
降
を
占
有
し
た
〔
め
に
、
漸
く
家
族
財
産
が
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
て
、
部
族
財
売
制
は
崩
撃
の
過
程
を
た
ど
る
他
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
基
苫
教
化
さ
れ
た
ダ
／
マ
ン
族
の
住
む
西
欧
羅
巴
の
各
庭
で
は
、
部
族
共
産
制
は
極
め
て
急
激
に
崩
班
し
て
い
つ
た
。
デ
イ
ノ
グ
ラ
ド
フ
も
指
摘
し
た
如
く
、
囲
家
紀
級
の
控
頭
に
よ
つ
て
、
ア
ン
グ
ロ
〔
ナ
ク
ノ
ン
諸
部
族
に
見
ら
れ
る
如
３
部
族
共
有
制
乃
至
村
落
共
産
贈
は
、
到
底
之
れ
を
認
あ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
メ
一変
革
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
ｃ
唯
僅
か
に
小
匝
分
地
に
共
有
地
の
二
三
の
名
残
う
Ｌ
止
め
て
ゐ
た
り
、
ケ
／
卜
族
の
影
響
を
変
つ
た
地
方
に
部
族
制
度
の
左
修
が
維
存
さ
れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
つ
た
。
然
し
ゲ
／
マ
ン
族
の
奮
制
度
た
る
都
市
共
有
財
差
制
の
道
風
は
随
庭
に
見
受
け
ら
れ
た
。
森
朴
、
及
牧
場
、
克
蕪
地
、
泥
災
地
等
は
、
村
落
共
産
牌
の
成
員
間
に
木
分
割
の
儘
残
さ
れ
て
を
め
、年
戊
員
は
夫
等
の
土
地
の
用
益
催
を
李
等
に
事
受
し
て
ゐ
た
（一草
地
と
耕
作
地
は
匝
割
さ
れ
て
、
前
者
は
一
ケ
年
中
の
一
定
期
間
内
は
棚
を
め
ぐ
ら
し
て
、閉
鎖
さ
れ
て
ゐ
た
が
、仕佐
者
に
は
別
に
柵
も
施
さ
れ
な
か
つ
た
。村
落
共
産
悩
に
局
す
各
自
由
民
は
約
一
エ
ー
カ
ー
ほ
ど
な
若
千
の
独
長
な
地
所
を
興
へ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
は
他
人
の
地
所
と
所
認
黎
残
し
と
言
は
れ
る
乏
生
地
に
よ
つ
て
境
界
を
割
さ
れ
て
ゐ
た
行
め
に
、
各
家
族
は
均
一
に
耕
作
地
や
休
閑
地
の
思
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
ま
承
物
の
峻
牲
が
維
う
乾
草
の
刈
少
牧
う
も
維
つ
て
後
は
、之
等
の
畑
地
は
共
有
牧
場
と
等
し
く
家
族
条
回
の
全
部
に
開
放
し
て
技
牧
を
許
し
た
。
土
地
は
同
一
の
方
法
と
ま
た
共
同
労
働
と
に
よ
つ
て
典
村
共
述
腿
が
閉
墾
に
徒
事
し
た
。
ア
ン
グ
ロ
ｏ
サ
ク
ノ
ン
の
村
落
共
有
財
産
は
王
ま
及
び
領
主
の
荘
目
が
増
加
し
て
ゆ
く
に
比
例
し
て
急
激
に
減
少
し
た
。
即
ち
森
株
や
共
布
地
は
王
主
や
領
主
の
慎
分
と
な
う
、
村
落
共
産
鰐
は
単
に
省
世
通
う
の
共
同
耕
作
法
と
定
期
的
な
田
野
の
配
分
制
を
雄
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
グ
／
マ
ニ
ア
で
は
挫
業
共
産
制
は
完
全
に
産
棄
さ
れ
下
部
族
財
産
は
最
早
存
在
せ
ず
、
マ
／
ク
と
呼
ば
れ
た
村
落
共
産
牌
は
徐
々
に
崩
壊
し
て
ゐ
た
。　
一
方
に
於
て
は
荒
益
地ヽ
の
問
墾
に
よ
つ
て
（
法
的
札
布
地
が
増
加
し
、
他
方
、
村
落
共
産
離
の
水
認
し
た
由
校
的
護
た
や
、
王
公
及
び
大
地
主
の
土
地
衆
併
午
が
あ
つ
た
た
め
に
、
マ
／
ク
共
産
鵬
は
二
／
べ
河
よ
う
ラ
イ
ン
、
ジ
エ
／
卜
に
及
パ
全
グ
／
マ
／
回
土
に
百
石
て
攻
減
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
マ
／
ク
共
産
脱
は
無
数
の
公
開
地
の
形
に
於
て
僅
か
に
そ
の
作
を
残
す
の
み
と
な
Ｄ
、
加
井
る
に
一村
落
共
充
肥
も
唯
使
用
枕
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
つ
た
。
ガ
ジ
ァ
、
ス
ベ
イ
ン
、
イ
タ
ジ
ア
に
於
て
も
千
／
ク
共
産
腿
は
や
時
行
は
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
け
れ
ど
も
永
液
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公
開
地
に
落
ち
た
革
木
の
央
賞
を
拾
ふ
杯
度
の
雄
利
と
、
共
同
耕
作
紐
械
と
が
、
僅
か
に
そ
の
遺
風
と
し
て
体
へ
ら
れ
た
の
み
で
あ
つ
た
。
縦
巧
の
農
民
は
、
後
に
は
話
工
の
所
右
に
婦
し
た
が
、
営
時
は
囲
家
の
な
共
地
や
、
時
の
経
過
に
従
つ
て
浙
次
そ
の
重
要
性
を
失
ム
に
至
つ
た
出
由
民
の
発
落
の
公
共
地
に
僅
か
に
関
係
し
て
ゐ
た
の
み
で
あ
つ
た
。
村
落
共
産
制
ほ
ど
深
刻
な
崩
壊
の
運
命
に
は
適
過
し
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
原
始
的
家
族
財
左
側
も
、
縦
巧
法
の
個
人
主
義
的
胡
合
の
作
用
と
何
人
的
花
右
財
産
制
を
樹
立
す
る
行
め
の
経
済
的
必
要
と
に
影
響
さ
れ
て
、
或
る
程
度
の
を
革
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
同
時
に
家
族
財
石ヽ
制
は
、
花
右
財
産
制
に
よ
つ
て
行
は
れ
淀
地
位
中
世
西
は
早
一
世
の
土
地
財
産
の
産
ユ
′、伊
藤
缶
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
中
世
「
は
経
巴
の
土
地
財
産
の
輩
返
（伊
藤
転
之
）
四
六
を
、
都
族
及
ぴ
対
落
共
産
制
を
崩
班
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
部
分
炊
後
し
た
行
め
に
、
家
族
川
右
側
が
装
つ
た
打
撃
は
迄
か
に
僅
少
で
あ
つ
た
。
家
族
財
産
は
最
初
は
究
共
、
牛
、
家
に
、
庭
□
た
び
約
四
〇
ユ
ー
ル
ー
よ
う
一
二
〇
ェ
ー
カ
ー
迄
で
、
多
少
と
も
規
律
的
な
期
間
中
再
分
制
さ
れ
て
ゐ
る
耕
地
の
一
時
的
と
牧
盆
縦
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
後
に
は
永
代
所
布
を
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
万
右
地
を
も
所
得
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
矢
族
財
産
も
ま
た
荒
蕪
地
を
家
族
共
産
騨
の
手
で
、
開
墾
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
埼
力‐
さ
れ
、
か
く
し
て
こ
の
問
墾
地
は
私
布
財
症
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
同
時
に
、
書
制
の
家
族
財
症
は
分
制
を
許
る
さ
れ
ず
、
他
に
誕
た
し
得
ず
、
全
血
縁
田
腔
に
廊
し
、
女
性
を
除
い
て
男
子
の
み
に
よ
つ
て
保
存
さ
れ
、
共
同
に
耕
作
し
ま
た
共
同
に
牧
盆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
古
代
的
財
産
制
は
六
世
紀
に
は
な
ほ
ケ
／
卜
及
び
グ
／
マ
ン
諸
四
家
に
存
在
し
て
を
う
、
羅
朽
文
明
の
個
人
主
義
的
傾
向
の
影
響
を
紀
ヘ
ギ
麦
つ
て
ゐ
た
。
七
世
紀
よ
う
九
世
純
に
互
つ
て
、
比
等
の
地
方
で
は
父
親
が
和
績
者
を
指
定
し
土
地
を
配
分
し
ま
た
そ
れ
に
開
す
る
認
可
を
典
へ
る
雄
利
を
行
し
て
ゐ
た
。
進
吉
泣
一
般
に
行
は
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
、
女
子
も
辻
産
和
蔽
に
加
は
う
土
地
の
分
配
に
さ
へ
加
は
る
梓
利
を
認
め
ら
れ
る
に
真
つ
た
。
家
族
所
布
地
の
譲
渡
は
一
定
の
限
度
ま
で
は
承
認
さ
れ
た
。
か
く
し
て
私
的
個
人
的
財
た
制
の
原
則
が
樹
立
さ
れ
、
新
民
族
の
間
に
構
播
し
た
。
介
ｍ
及
び
和
績
か
ら
出
校
し
た
こ
の
財
産
は
、
所
謂
「
所
得
」
と
称
さ
れ
る
個
人
的
労
働
の
結
果
と
し
て
増
加
さ
れ
、
ま
た
先
覚
者
の
労
働
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
荒
兼
地
の
開
空
に
よ
つ
て
ヽ
増
加
さ
れ
た
。
そ
れ
は
理
族
佃
右
の
え
称
Ｌ
附
せ
ら
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ョ
岸
，‘【喜
亀
ゲ
／
マ
ニ
ア
及
び
ガ
リ
ア
で
は
常ゴ
一
と
縮
さ
れ
た
が
、
本
質
的
に
は
古
代
羅
馬
の
財
産
制
た
る
モ
電
ュ
ｏ
ま
た
は
々
ま
と
何
等
相
達
の
な
い
も
の
で
、
そ
れ
に
封
し
て
各
個
人
は
夫
々
の
完
全
な
程
利
を
有
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
う
、
ケ
／
卜
族
及
び
ダ
／
マ
ン
族
の
間
に
永
く
残
存
し
て
ゐ
た
原
始
的
例
念
を
加
く
打
破
し
て
き
た
も
の
で
あ
つ
た
。
富
の
殆
九
ど
唯
一
の
源
泉
で
あ
つ
た
土
地
の
所
有
権
を
、
部
族
、
小
邑
、
村
落
、
乃
下
家
族
等
の
共
産
的
田
贈
か
ら
個
人
の
手
に
移
き
う
と
す
る
こ
の
運
動
は
、
音
時
に
於
け
る
政
治
的
荘
含
的
権
力
を
掌
握
し
て
ゐ
た
階
級
の
角
め
に
主
と
し
て
作
用
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
共
同
所
右
制
の
沿
滅
に
よ
つ
て
利
盆
材
一蒙
つ
た
の
は
小
地
主
で
は
な
く
し
て
大
地
主
で
あ
つ
た
。
土
地
を
所
有
す
る
と
云
メ、
こ
と
が
、
戒
合
努
働
の
分
化
に
於
て
支
配
雄
力
を
有
し
物
質
的
構
紳
的
槌
力
を
筆
握
し
た
者
の
一
の
届
性
と
な
つ
た
。
就
中
種
々
な
斉
性
の
大
小
君
土
た
る
詰
・囲
の
新
支
配
孝
走
は
凍
大
な
土
地
を
碩
有
し
た
。
ケ
／
卜
族
の
諸
囲
で
は
彼
等
は
榊
績
禁
止
地
、
全
占
領
地
の
三
分
一
、
部
族
領
地
年
の
形
式
で
白
己
の
領
上
を
蓄
積
し
た
。
グ
／
マ
ン
諸
囲
に
あ
つ
て
は
随
庭
に
於
て
或
は
征
脱
、
或
は
法
律
命
令
、
或
は
村
落
共
産
購
及
び
マ
／
ク
共
産
機
の
所
右
地
を
制
誕
せ
し
め
、
或
は
「
羅
馬
の
賛
席
」
の
公
共
地
を
略
奪
す
る
こ
と
等
に
よ
つ
て
、
君
主
は
慶
大
な
土
地
を
獲
得
し
た
。
同
様
な
事
安
が
古
代
維
朽
帝
問
の
領
＋
に
も
起
き
た
。
か
く
し
て
新
程
力
階
級
は
凌
々
全
囲
上
の
三
分
一
を
所
右
す
る
に
ま
つ
た
が
、　
ロ
ム
ダ
／
デ
ア
、
イ
オ
ブ
ア
に
於
て
は
彼
等
の
傾
土
は
、
短
期
間
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
全
囲
上
の
牛
ぼ
に
達
し
て
ゐ
た
。
事
安
、
彼
等
は
到
る
庭
に
於
て
こ
の
財
賛
・中
世
西
欧
羅
巴
の
土
地
財
た
の
愛
逃
（伊
藤
悲
之
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
中
世
崎
比
荘
Ｌ
の
土
地
距
た
の
を
と
う
伊
卜
在
之
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
八
を
海
費
し
た
の
で
あ
る
が
、
九
世
紀
に
庄
な
ほ
昨
か
し
い
え
た
め
を
止
め
て
る
た
。
イ
タ
ジ
ア
牛
降
で
は
土
地
の
九
分
一
Ｌ
な
ほ
王
室
領
の
一
部
で
あ
り
、
力
Ｔ
ノ
ン
グ
王
室
の
話
王
子
は
こ
の
宙
時
百
の
依
地
を
ロ
ム
ダ
／
デ
ア
に
二
五
〇
を
ピ
ー
モ
ン
ト
に
、
三
二
〇
を
ア
ラ
マ
エ
ア
、
バ
バ
ブ
ア
、
チ
ユ
ー
ブ
／
デ
ア
、
及
び
オ
ス
マ
／
ク
に
所
有
し
て
る
た
。
西
欧
羅
巳
の
十
直
卒
方
哩
は
五
室
領
で
あ
つ
た
”
夫
等
は
主
と
し
て
森
林
、
荒
燕
地
で
あ
つ
た
が
、
少
な
か
ら
濃
耕
作
地
も
分
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
比
の
店
一大
な
三
室
と
並
ん
で
孜
告
佐
地
が
同
じ
様
に
時
声
と
共
に
増
大
し
た
が
、
そ
れ
は
閲
王
、
上
流
階
級
、
下
唇
民
牛
ユ
少
の
事
拾
に
よ
つ
て
徐
々
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
或
は
門
墾
や
挫
業
殖
民
に
よ
つ
イ
」
も
対
大
に
張
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
孜
合
は
初
代
力
ｒ
ブ
／
ガ
朝
の
王
に
よ
つ
て
述
行
さ
れ
た
現
世
主
義
的
，政
策
及
び
有
力
な
る
俗
人
の
に
い
に
よ
つ
て
屋
々
情
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
西
欧
羅
巴
基
告
教
囲
の
殆
ん
ど
三
分
一
を
所
右
し
て
る
た
と
云
Ａ
離
安
な
資
料
が
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
は
囲
王
が
一
時
に
四
十
の
寺
院
を
廷
立
し
之
れ
に
領
土
の
十
分
一
を
寄
進
し
た
こ
と
き
へ
あ
う
、
ゲ
／
マ
／
に
在
つ
て
も
教
含
及
び
得
侶
は
少
な
か
ら
漁
キ
進
に
よ
つ
て
富
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
ノ
ブ
ユ
ー
ム
は
毛
地
二
、
Ｏ
①
の
、
村
落
一
一
九
、
大
森
林
二
を
打
右
し
ゎ
ノ
／
ダ
は
一
五
、
〇
〇
〇
カ
／
ヶ
丹
卜
の
地
を
、
聖
ゴ
方
／
は
一
六
〇
、
Ｏ
①
Ｏ
ア
ー
ベ
ン
ト
の
地
を
、
所
右
し
て
ゐ
た
。　
口
／
シ
ユ
寺
晦
に
は
宅
地
二
、
〇
〇
〇
ゎ
大
森
林
二
が
あ
め
、
ガ
ン
デ
／
シ
ヤ
イ
ム
に
は
一
一
、
〇
〇
〇
カ
／
ク
ー
ト
の
土
地
が
あ
っ
た
ま
た
。
（
／
ヌ
ノ
エ
／
卜
は
一
、
七
〇
二
の
寺
領
を
有
し
て
ゐ
た
が
、
並
ヨ
通
の
寺
暁
も
一
〇
〇
〇
カ
／
ケ
ー
ト
ょ
う
二
Ｏ
ｏ
●
テ
／
ケ
ー
ト
に
達
し
る
土
地
を
ガ
右
し
た
も
の
で
、
ア
シ
グ
ス
ダ
／
グ
、
ザ
／
ジ
ダ
／
グ
、
プ
ラ
イ
デ
ン
グ
ン
等
？
寺
院
は
ず
〇
〇
〇
か
ら
一
六
〇
〇
の
宅
地
を
有
し
て
る
た
。
メ
ｒ
ビ
ン
ガ
朝
の
或
る
工
が
言
つ
た
近
う
、
「
撫
て
の
言
は
致
含
の
手
に
時
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
／
マ
ン
の
寺
院
は
ジ
ャ
ー
レ
マ
ン
に
よ
つ
て
七
二
、
／
イ
に
よ
つ
て
六
〇
〇
、
オ
ツ
ト
ー
に
よ
つ
て
一
五
四
一
の
よ
抑
を
典
へ
らヽ
・れ
た
。
在
・帝
問
領
内
の
孜
令
た
び
儒
偶
は
極
め
て
厚
迅
さ
れ
ゎ
ラ
ン
グ
／
の
一
行
何
は
或
る
河
全
部
を
慎
布
し
、
サ
ン
ｏ
／
書
寺
院
は
六
九
二
の
寺
領
を
有
し
、
サ
／
ｏ
ジ
エ
／
マ
ン
ｏ
ド
ｏ
プ
レ
は
一
七
二
七
の
寺
征
を
有
し
、
　
〓
土
〇
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
に
及
ズ
床
一大
な
も
の
で
あ
つ
た
。
ト
シ
１
／
の
ナ
／
ｏ
マ
／
チ
ン
寺
院
は
二
〇
〇
〇
の
挫
奴
を
使
後
し
て
ゐ
た
。
イ
タ
ジ
ア
に
あ
つ
て
は
二
〇
〇
〇
の
宅
地
が
、
ボ
Ｐ
Ｆ
エ
ア
の
寺
領
と
な
つ
て
を
う
、
か
く
の
如
く
寺
院
領
は
西
欧
維
巳
に
あ
つ
て
優
に
一
園
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
貴
族
階
設
ら
伝
土
は
共
同
所
産
を
枝
仮
し
、
小
地
量
の
加
有
地
を
無
併
し
、
土
地
支
配
若
を
座
通
し
、
ま
た
は
殖
民
等
の
こ
と
を
し
て
後
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
族
慎
は
既
に
羅
馬
帝
問
に
於
て
校
生
し
、
幅
共
時
代
に
は
阿
欧
羅
Ｌ
全
土
に
見
受
け
ら
れ
る
に
至
う
、
ケ
／
卜
族
の
計
田
で
は
部
族
ま
た
は
家
族
共
産
性
の
土
地
を
奪
つ
た
よ
及
領
が
生
じ
、
縦
馬
の
話
州
で
は
奮
士
族
と
新
貴
族
と
が
首
目
な
話
王
、
随
男
な
小
地
主
階
級
か
ら
土
地
を
奪
降
し
て
白
己
の
所
領
を
張
大
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
つ
て
も
貴
族
は
土
地
の
衆
併
に
成
功
し
、
十
一
世
紀
常
時
ガ
ン
グ
ラ
ン
ず
の
全
耕
地
の
三
分
二
は
大
女
族
の
難
園
と
化
し
た
。
グ
／
マ
エ
ア
で
は
バ
ダ
ジ
ア
の
一
貴
族
は
八
世
寺
士
西
丘
壬
Ｌ
の
よ
れ
打
産
の
変
蓬
ハ
伊
ｒ
志
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
中
世
西
欧
羅
島
の
土
地
財
産
の
塑
基
（
伊
藤
窓
之
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
①
紀
頃
一
二
六
の
難
画
を
有
し
、
大
シ
エ
／
ノ
家
の
家
長
は
十
世
紀
に
四
〇
〇
①
の
難
田
を
復
し
て
ゐ
た
。
ガ
ジ
ア
に
於
け
る
大
維
馬
市
囲
の
李
均
所
領
は
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
に
す
ぎ
な
か
つ
た
が
、
メ
ロ
ビ
ン
ガ
家
の
所
価
は
一
八
〇
〇
か
ら
二
六
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
に
進
し
て
ゐ
た
。
加
ム
る
に
同
一
人
が
か
か
る
領
土
を
数
地
方
に
領
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
川
領
の
慶
大
き
は
想
像
も
及
ぼ
濃
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
カ
ロ
ノ
ン
ガ
朝
時
代
に
は
貴
族
領
地
は
数
地
方
に
散
在
し
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
貴
族
階
級
中
の
優
位
を
占
め
て
ゐ
た
ガ
ジ
ア
、
羅
も
、
西
ゴ
ー
ト
、
ロ
ム
バ
／
ド
等
の
諸
貴
族
は
、
か
く
し
て
、
既
に
先
代
か
ら
始
ま
つ
て
ゐ
た
土
地
財
産
の
集
宇
化
を
自
己
に
有
利
に
展
開
せ
し
あ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
さ
堀
占
的
集
中
的
土
地
所
右
は
阿
腔
、
家
族
、
個
人
等
に
軽
本
在
程
力
を
典
へ
る
こ
と
と
な
う
、
グ
／
マ
／
及
び
維
馬
の
荘
含
に
於
け
る
貴
族
階
級
と
は
別
個
な
、
新
し
い
女
族
階
級
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
要
素
は
グ
／
マ
ン
及
び
羅
馬
の
貴
族
制
を
模
し
た
も
の
で
、
之
れ
を
宮
代
の
新
制
度
に
適
雁
結
合
せ
し
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。
西
欧
羅
巴
登
綾
を
通
じ
て
、
血
統
貴
族
或
は
門
地
貴
族
は
表
微
し
、
土
地
貴
族
が
種
力
な
名
稲
の
も
と
に
増
加
し
て
本
た
。
彼
等
が
結
合
し
た
の
は
、
囲
王
の
侍
徒
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
所
謂
障
食
貴
族
と
高
級
官
丈
貴
族
と
で
あ
っ
た
。
前
者
に
は
、
時
と
し
て
は
全
く
卑
燈
な
階
級
の
出
身
著
も
あ
う
、
後
者
は
回
家
行
政
の
事
務
を
一変
任
さ
れ
て
ゐ
た
が
後
に
至
つ
て
世
要
≡
吏
と
な
う
途
に
貴
族
階
級
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
新
貴
族
階
級
が
羅
馬
の
元
老
、
督
ゲ
／
マ
ン
及
び
ケ
／
卜
の
貴
族
に
代
つ
て
そ
の
位
置
を
占
め
た
。
のヤみ
な
ら
ず
こ
の
新
貴
族
階
級
の
庇
護
を
受
け
、
そ
の
徒
才
と
し
て
、
事
務
ｔ
と
し
て
、
一た
術
武
士
と
し
て
生
活
し
て
ゐ
た
も
の
も
次
第
に
そ
の
地
仕
を
高
め
、
殊
に
グ
／
マ
ン
、
イ
タ
ジ
ア
等
に
あ
つ
て
は
、
彼
等
も
途
に
新
士
確
一と
し
て
結
成
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
文
明
荘
合
に
あ
つ
て
は
関
家
が
行
使
す
可
さ
個
人
保
護
の
役
割
を
、
す
一は
角
期
的
に
、
或
は
未
力
的
に
、
或
は
君
圭
を
無
配
し
、
武
は
君
主
と
委
協
す
る
こ
と
等
に
よ
つ
て
、
自
己
の
筆
中
に
敗
め
得
た
こ
の
新
貴
族
階
級
は
、
中
小
地
主
に
封
し
て
或
は
保
誕
を
興
へ
、
或
は
彼
等
を
務
別
す
る
憤
留
を
作
め
、
攻
は
家
圧
と
な
す
こ
と
等
に
よ
つ
て
彼
等
を
自
己
の
支
配
下
に
を
い
た
。
か
く
し
て
大
地
主
の
保
護
の
も
と
に
、
家
に
に
封
す
る
封
地
の
譲
製
と
家
臣
の
本
仕
と
を
交
換
係
件
と
す
る
階
級
制
が
、
会
所
領
及
び
自
由
服
婦
著
と
に
当
し
て
創
設
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
而
し
て
家
巨
た
る
義
務
は
最
初
の
間
こ
そ
撤
回
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
時
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
後
に
は
世
塾
的
な
も
の
と
化
し
て
し
ま
つ
た
。
途
に
西
欧
羅
巴
の
一
部
は
新
し
い
荘
含
段
階
に
到
違
し
、
園
家
は
行
政
、
警
察
、
裁
判
、
課
税
、
徴
兵
等
の
公
権
を
喪
去
に
至
う
、
大
地
主
は
単
な
る
高
官
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
自
己
の
所
領
内
に
封
し
て
は
同
時
に
一
種
の
君
主
た
る
の
地
位
を
占
む
る
に
至
つ
た
。
か
く
し
て
君
主
政
惜
は
盆
々
表
微
し
之
れ
に
代
つ
て
封
建
制
度
が
現
は
れ
、
経
沸
的
に
も
政
治
的
に
も
土
地
貴
族
が
大
衆
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
ゲ
／
マ
ニ
ア
、
イ
タ
ジ
ア
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
等
は
曹
く
措
く
と
し
て
も
、
少
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
及
び
北
部
ス
ベ
イ
ン
に
於
て
は
九
世
紀
よ
う
特
に
十
世
紀
に
至
つ
て
途
に
政
治
的
主
雄
は
貴
族
階
級
の
石
に
師
し
イ
）し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
中
世
西
欧
羅
巴
の
土
地
財
産
の
変
選
ハ
伊
藤
憲
之
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
や
世
西
欧
推
Ｂ
の
よ
地
姉
た
の
を
送
（
伊
に
よ
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
既
に
し
て
大
部
分
の
土
地
の
所
右
才
と
な
つ
た
土
地
貴
族
は
、
四
百
年
後
に
は
そ
の
土
地
に
住
む
大
衆
を
完
全
に
支
配
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
大
領
地
こ
そ
は
安
に
彼
等
の
柱
力
の
弧
□
な
基
礎
と
な
つ
た
す
の
で
あ
る
。
荘
回
は
夏
に
細
分
さ
れ
て
は
ゐ
た
が
根
本
的
な
完
全
性
を
失
は
ず
、
絶
封
枠
力
を
有
し
経
掛
生
活
に
必
要
な
全
資
料
を
研
布
せ
る
領
主
に
よ
つ
て
統
治
さ
れ
た
一
の
小
王
囲
の
概
を
条
し
て
ゐ
た
。
そ
こ
に
あ
つ
て
は
一
行
わ
労
働
機
能
と
分
業
贈
制
と
を
有
す
る
階
級
制
を
兆
礎
Ｌ
し
た
組
織
が
、
支
配
者
及
び
そ
の
圧
下
達
の
あ
ら
ゆ
る
必
要
を
満
た
し
て
ゐ
た
。
領
主
の
邸
宅
は
そ
の
小
帝
田
の
中
心
に
在
つ
て
、
壁
や
棚
で
取
画
ま
れ
、
牛
ば
城
邸
で
あ
う
牛
ぼ
撲
家
の
鵬
裁
を
異
へ
て
ゐ
た
。
ケ
／
卜
及
び
グ
／
マ
ン
の
領
土
の
邸
宅
は
泄
だ
粗
郊
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
維
朽
領
に
あ
つ
て
は
既
に
難
大
な
店
城
●
形
を
共
へ
て
る
た
。
傾
主
と
そ
の
家
族
の
角
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
共
備
ま
れ
，
挫
合
、
厩
合
、
穀
合
、
ス
疲
、
納
屋
、
仕
事
場
等
は
領
主
の
邸
宅
の
用
日
に
廷
て
ら
れ
、
縦
井
せ
一す
ら
兄
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
等
は
未
だ
自
己
の
精
前
生
活
に
深
い
は
慮
を
抑
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
つ
た
。
大
手
院
領
や
君
主
乃
至
王
軍
領
地
に
於
て
は
経
済
組
械
は
最
も
完
全
な
城
に
進
し
て
ゐ
た
。
寺
院
領
に
あ
つ
て
は
一
種
の
共
産
的
思
想
が
普
及
し
、
個
人
主
義
は
法
規
に
よ
つ
て
抑
制
さ
れ
、
全
骨
侶
は
労
働
及
び
そ
の
生
産
の
分
配
に
於
て
卒
等
で
あ
う
、
生
産
沿
安
を
共
同
と
す
る
一
種
の
共
産
泄
合
の
原
理
に
従
つ
て
，
企
行
僣
は
一
定
の
勢
後
と
そ
の
報
酬
と
を
制
充
て
ら
れ
る
と
云
ム
舷
然
た
る
宗
規
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
種
々
な
終
淋
的
労
往
の
管
理
は
博
含
長
乃
至
古
席
牧
師
に
よ
つ
て
統
帖
さ
れ
、
全
脩
信
は
寺
領
の
住
民
と
同
様
夫
々
の
勢
務
を
有
し
、
日
丁
、
穀
徒
、
漁
夫
樵
夫
、
在
脈
、
残
牛
、
故
羊
等
の
努
後
に
夫
々
の
監
督
の
増
揮
の
も
と
に
脱
役
し
た
の
で
あ
る
。
生
産
品
の
分
配
及
び
貯
蔵
に
際
し
て
は
巌
密
な
経
済
原
則
が
行
は
れ
、
牧
獲
は
勿
論
、
農
具
鋤
器
等
よ
う
古
服
や
古
靴
に
至
る
ま
で
終
て
級
密
な
監
督
を
受
け
た
。
ン
ャ
ー
ン
マ
ン
家
の
有
名
な
家
憲
が
施
行
さ
れ
て
ゐ
た
ア
キ
タ
ェ
ァ
の
如
さ
大
王
室
領
に
あ
つ
て
も
、
寺
院
領
に
比
較
す
れ
ば
幾
分
覚
大
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
殆
ん
ど
同
様
な
れ
織
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
事
務
官
ま
た
は
執
事
は
、
そ
の
部
下
を
君
主
の
領
地
に
拡
述
し
て
各
種
の
労
働
を
監
春
せ
し
め
た
。　
ロ
ム
バ
／
ド
及
び
グ
／
マ
ン
の
難
園
も
之
れ
と
同
様
な
組
織
で
あ
っ
た
。
西
欧
維
』
を
通
じ
て
谷
致
せ
る
必
一要
に
せ
ま
ら
れ
て
ゐ
た
答
大
領
地
は
必
然
的
に
同
一
組
織
の
出
現
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
大
燕
園
の
土
地
は
小
作
人
に
よ
つ
て
耕
作
さ
れ
る
多
数
の
小
作
地
と
、
領
主
自
身
の
直
接
監
督
に
よ
つ
て
耕
作
さ
れ
る
少
数
の
耕
地
た
に
分
制
さ
れ
た
。
後
者
は
領
主
の
田
宅
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
領
上
の
居
宅
及
び
そ
の
周
回
の
地
が
選
ま
れ
た
。
こ
の
耕
地
は
碩
主
の
居
宅
の
周
囲
に
群
居
し
て
ゐ
る
農
奴
或
は
ま
た
各
庭
の
小
作
地
を
貸
典
さ
れ
て
ゐ
る
隷
農
や
農
奴
に
よ
つ
て
耕
作
さ
れ
た
。
例
へ
ぼ
、
す
ン
・
デ
エ
／
マ
ン
ｏ
デ
ｏ
プ
ン
寺
院
は
そ
の
寺
領
と
し
て
六
四
七
一
ヘ
ク
タ
ー
を
領
右
し
て
ゐ
た
が
、　
一
七
一
一
二
ヘ
ク
タ
ー
を
寺
院
所
潟
の
隷
農
及
び
農
奴
に
分
制
貸
典
し
、
直
接
寺
領
は
ゃ
後
者
の
土
地
を
小
作
す
る
か
作
人
を
毎
辺
三
日
間
強
制
的
に
使
往
す
る
こ
ュ
．に
ょ
つ
て
耕
作
し
て
ゐ
た
。
こ
の
種
の
難
園
は
通
常
、
耕
地
、
校
場
、
森
林
に
ょ
つ
て
で
き
上
つ
て
ゐ
る
も
の
で
、
ザ
エ
リ
エ
１
／
の
荘
風
に
は
三
〇
〇
（
ク
タ
ー
の
耕
地
と
九
五
ア
ー
ベ
ン
ト
の
葡
玲
囲
と
ネ
○
ァ
ー
ベ
ン
ト
の
牧
場
と
が
あ
り
、
こ
の
他
に
五
〓
一
中
世
西
欧
経
巴
の
土
地
財
産
の
愛
連
一伊
藤
憲
之
》
中
世
西
欧
羅
巴
の
土
地
財
た
の
輩
逃
（
伊
藤
志
之
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
大
森
林
が
あ
つ
た
。
か
く
し
て
大
地
主
は
美
大
な
額
に
及
ズ
生
活
必
需
品
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
九
世
紀
に
は
ボ
ビ
オ
ブ
寺
院
領
が
行
侶
達
の
阿
に
分
配
さ
れ
、
そ
の
他
二
一
〇
〇
佐
の
穀
物
、
二
八
〇
〇
ポ
ン
ド
の
油
、　
工
（
〇
〇
荷
の
乾
草
、
及
び
若
子
の
チ
ー
ズ
、
亜
、
胡
果
、
魚
肉
等
が
分
配
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
多
数
の
家
畜
、
特
に
豚
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
穀
物
、
肉
類
、
油
、
牛
乳
、
酒
等
の
食
料
品
、
羊
毛
、
亜
航
、
木
材
等
の
生
活
必
需
原
料
、
そ
の
他
必
要
な
生
産
品
の
大
部
分
は
荘
園
か
ら
律
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
領
主
が
配
分
し
た
土
地
の
小
作
人
が
支
抑
Ａ
小
作
料
か
ら
律
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
小
作
人
及
び
そ
の
家
族
は
、
食
物
衣
服
そ
の
他
の
必
要
品
を
非
園
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。
ン
ヤ
ー
レ
マ
ン
自
身
も
比
の
如
く
に
し
て
そ
の
一
族
と
共
に
生
活
し
た
の
で
あ
つ
た
。
貴
族
階
級
の
泄
含
生
活
の
中
心
と
な
つ
た
も
の
は
こ
の
大
薙
□
で
あ
つ
た
。
貴
族
は
皆
雑
園
に
居
住
し
、
そ
の
邸
宅
は
時
に
は
木
辻
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
イ
／
ラ
ン
ド
、
ロ
ー
マ
ン
ｏ
ガ
ノ
ア
に
於
け
る
如
さ
何
等
の
装
節
を
も
施
さ
な
い
も
の
で
あ
つ
た
う
、
ま
た
時
に
は
石
辻
で
、
グ
／
マ
／
ら
し
い
野
重
性
に
よ
つ
て
多
少
愛
形
さ
れ
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
古
代
的
奢
修
の
風
が
復
活
し
た
も
の
も
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
邸
宅
に
住
む
貴
族
は
狩
独
や
、
未
開
時
代
の
貴
族
生
活
の
特
徴
と
な
つ
た
多
少
と
も
選
被
さ
れ
た
激
し
い
内
機
の
運
動
を
し
て
ゐ
た
。
精
非
、
杵
、
と
云
ム
ょ
う
な
概
念
は
、
カ
ロ
ツ
／
ガ
時
代
に
至
つ
て
漸
く
精
那
的
快
柴
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
大
地
主
以
外
の
貴
族
階
級
に
と
つ
て
は
、
種
々
な
意
味
で
の
純
然
た
る
物
質
的
戚
愛
的
生
活
は
、未
だ
馳
合
的
な
理
想
で
あ
る
に
止
ま
つ
て
、
こ
れ
ら
の
貴
族
階
級
中
に
物
質
的
蔵
愛
的
生
活
が
生
じ
た
の
は
、
更
に
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
労
働
を
軽
耐
し
て
之
れ
を
大
雑
園
内
の
挫
奴
階
級
に
委
し
た
土
地
貴
族
は
、
自
己
の
狂
未
な
野
心
を
高
す
妨
げ
と
な
る
自
由
小
地
主
に
当
し
て
は
飽
く
こ
と
の
な
い
迫
キ
を
も
つ
て
怖
ん
だ
。
自
由
小
地
主
は
面
腋
羅
巴
で
は
そ
の
数
も
多
く
、
囲
王
や
貴
挨
と
難
も
之
れ
を
軽
減
し
能
は
ぎ
る
ほ
ど
の
荘
含
的
勢
力
を
有
し
て
る
た
。
彼
等
の
所
右
地
は
不
均
約
一
二
●
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
が
、
大
地
主
が
そ
の
症
園
に
当
す
る
と
同
様
に
、
此
等
の
小
地
主
も
自
己
の
領
地
に
封
し
て
は
経
封
雄
力
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
グ
／
マ
ン
に
あ
つ
て
は
村
落
共
産
機
の
所
有
財
走
を
羅
馬
都
市
に
あ
つ
て
は
そ
の
公
共
財
産
を
、
凡
て
手
有
し
得
る
権
利
を
有
し
て
ゐ
た
。
小
単
重
の
土
地
並
び
に
人
格
は
不
可
虜
の
も
の
で
あ
つ
て
、
慣
留
及
び
法
律
に
よ
つ
て
特
別
な
保
護
を
受
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
武
装
す
る
程
利
、
裁
判
に
於
て
貴
族
と
同
席
す
る
雄
利
、
含
議
に
参
加
す
る
程
利
を
有
し
て
ゐ
た
。
夏
に
自
己
の
所
有
す
る
村
落
乃
至
都
市
の
行
政
を
管
革
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
有
地
が
大
地
主
の
領
地
の
問
に
介
在
し
、
大
地
主
の
土
地
統
一
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
つ
た
角
め
に
、
絶
へ
ず
大
地
主
の
通
喜
を
菱
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
八
世
紀
頃
ず
／
ツ
プ
／
グ
の
或
る
郡
で
は
二
三
七
の
小
領
地
が
二
一
の
手
院
領
と
一
七
の
家
Ｅ
封
地
と
二
一
の
大
公
領
の
間
に
散
在
し
て
ゐ
た
。
し
か
も
ル
■
の
も
の
が
、
大
地
主
に
封
し
て
屈
脱
し
て
ゐ
る
時
、
範
立
自
Ｓ
の
精
神
に
強
い
自
由
氏
の
み
は
、
小
村
落
、
或
は
孤
立
せ
る
所
有
地
、
或
は
羅
馬
の
都
市
に
於
て
ギ
果
取
に
し
て
意
気
揚
々
た
る
生
活
を
宛
し
、
程
力
を
苺
斬
し
て
四
囲
に
君
臨
す
る
話
一象
族
に
封
し
て
正
面
よ
う
封
立
の
意
気
を
示
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
に
西
中
世
西
欧
羅
じ
の
上
地
財
産
の
愛
連
（
伊
藤
憲
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
中
世
西
欧
羅
巴
の
土
地
財
産
の
理
逃
（
伊
聴
憲
之
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一士
ハ
欧
羅
巴
に
あ
つ
て
は
大
小
地
主
間
に
身
命
を
賄
し
た
阿
争
が
頻
繁
に
行
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
一象
友
の
利
盆
を
擁
護
す
る
角
め
の
戦
争
に
参
加
す
ｓへ
く
強
制
さ
れ
、
或
は
苛
酷
な
公
課
に
苦
し
あ
ら
れ
、
彼
等
が
途
に
出
己
の
利
余
を
増
す
時
の
他
は
小
地
主
階
級
に
と
つ
て
何
等
の
保
護
を
も
秀
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
あ
ら
れ
た
こ
の
中
間
階
級
は
、
盆
々
積
極
的
に
自
己
の
利
盆
を
自
己
の
手
に
よ
つ
て
保
護
し
な
く
て
は
な
ら
≡な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
ジ
ア
及
び
ガ
ジ
ア
に
於
て
は
既
に
五
世
紀
よ
う
大
世
紀
の
間
に
表
微
し
て
ゐ
た
こ
の
階
一級
も
、
第
八
世
紀
に
至
つ
て
断
く
甦
生
し
、
カ
ロ
ジ
ン
ガ
靭
時
代
に
は
彩
し
い
数
に
達
す
る
に
至
つ
た
。
然
し
、
こ
れ
に
夫
い
で
中
央
程
力
の
失
降
一時
代
が
現
は
れ
、
シ
ヤ
ー
レ
マ
ン
の
後
権
者
達
の
無
力
は
途
に
メ
１
／
ゼ
ン
の
効
令
と
な
つ
て
報
は
れ
、
大
地
主
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
営
時
の
土
地
資
本
主
義
は
殆
ん
メ
】完
全
な
凱
歌
を
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
此
庭
に
到
る
ま
で
に
は
一
再
な
ら
ず
岡
争
の
縦
返
さ
れ
た
こ
と
を
無
蔵
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
自
由
地
主
は
ギ
／
ド
を
組
織
し
、
機
含
あ
る
毎
に
反
飢
を
企
て
、
孔
合
秩
序
の
維
持
者
を
も
つ
て
白
任
し
て
ゐ
る
諮
王
よ
う
殴
放
遜
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
小
自
由
地
主
は
貴
族
に
土
地
を
横
領
略
奪
さ
れ
、
さ
な
く
と
も
土
地
貴
族
の
粂
併
十
逃
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
て
、
経
楽
彼
等
に
従
施
す
る
の
他
な
か
つ
た
の
で
．あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
地
の
利
を
有
し
四
留
つ
な
い
所
で
は
、
い
か
も
大
洋
中
の
孤
島
の
如
く
、
小
自
由
地
主
は
な
ほ
士
族
障
れ
の
土
地
徒
併
を
免
れ
て
、
そ
の
例
立
を
維
持
し
て
ゐ
る
も
の
も
稀
れ
で
は
な
か
つ
た
。
サ
ク
ソ
ニ
ア
の
一
部
ノ
ブ
ー
ジ
ア
、
ゲ
／
マ
ン
の
一
部
ト
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
一
部
、
ア
／
ノ
ヌ
、
ピ
ジ
ネ
７
、
ア
キ
タ
ニ
ア
、
商
ガ
ジ
ス
．
北
軒
及
び
束
部
イ
ン
グ
ラ
／
ド
、
ス
ベ
イ
ン
及
び
イ
タ
ブ
ー
の
一
部
等
の
諸
地
方
に
於
て
は
小
地
主
進
は
、
大
地
キ
万
作
併
に
（
ひ
維
局
大
地
主
に
屈
服
す
る
の
他
な
か
つ
た
多
数
の
小
自
由
地
立
の
間
に
あ
つ
て
、
辛
う
じ
て
除
命
を
保
ち
得
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
と
て
も
歴
史
の
展
開
に
対
す
る
決
定
的
役
割
は
既
に
央
は
さ
れ
て
ゐ
た
。
平
一す
る
に
、
中
世
初
期
、
計
避
族
の
優
入
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
大
混
乱
の
中
よ
う
汗
び
上
つ
た
も
の
は
土
地
資
本
キ
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
幡
共
時
代
初
期
に
於
て
、
既
に
事
安
上
の
完
成
の
域
に
近
づ
い
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
附
記
、
本
常
は
一）・
Ｆ
）
時
，」と
ま
ュ
■
「
こ
育
宮
ュ
一
（一
営
」
工
≡
〓
ヽ
み
●
ヨ
じ
．母
ヵ
塔
▼
ｏ
〓
も
く
Ｆ
】
に
抹
る
。
中
世
西
欧
羅
巴
の
土
地
貯
産
の
冴
と
、
伊
ほ
せ
之
）
